
四
卷
之
書
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初
卷當

願
衆
生
百
八
惱
煩
無
量
重
罪
則
時
消
滅
我
是
誰
未
生
以
前
本
來
面
目
一
圓
之
中 

阿○

鑁○

 

以
大
圓
學
佛
子
々
以
我
伽
藍
則
是

壽
養
信
心
安
居
常
在
於
其
中
教
行
若
座
臥
平
等
證
知

日
置
流
射
形
師
弟
子
之
起
請
秘
記
之
事

三
躰
從
父
母
讓
强
剛
成
不
在
我
力
强
弱
成
不
在
我
耻
唯
剛
弱
不
論
如
修
學
水
鉄
唫
水
々
流
鉄
と
ふ
し
の
き
を
削
此
心
を
知
て

剛
は
剛
弱
は
弱
と
己
々
か
分
々
に
骨
力
を
旨
と
し
て
嗜
量
を
重
師
の
恩
敎
を
信
し
て
剛
を
不
猜
弱
を
讒
す
正
直
を
爲
神
法
度

に
任
て
心
底
に
治
す
る
者
に
は
可
有
相
傳
深
服
の
弟
子
成
と
も
道
に
愚
か
成
異
法
に
驚
無
心
深
は
不
可
傳
者
也
起
請
如
件

七
道

足
蹈
の
事

一
．
目
中
に
用
口
傳
又
は
蜘
蛛
の
尺
と
云
心
は
蜘
の
家
を
作
ら
ん
と
て
追
風
を
請
て
向
の
木
に
と
雲
に
も
目
を
付
て
吹
付
ら

る
る
義
也
闇
夜
の
か
ね
と
云
も
同
し
口
傳
也
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弓
搆
の
事

一
．
目
中
に
用
墨
指
と
云
心
は
矢
を
は
め
て
弓
と
矢
と
擧
と
三
つ
の
中
程
に
目
中
を
す
る
也
伹
遠
近
に
替
有
主
の
骨
法
に
依

て
弓
の
立
所
に
口
傳
是
あ
り

胴
造
之
事

一
．
目
中
に
用
日
月
身
と
云
心
ハ
我
は
大
日
如
來
と
お
も
ふ
ヘ
し
何
處
に
恐
る
者
も
な
き
様
に
心
を
ゆ
る
り
と
筋
骨
も
延
ひ

や
か
に
如
何
に
も
慮
外
成
躰
に
な
し
馬
に
乘
眞
の
鞍
の
內
の
如
し
身
形
を
け
た
か
く
ゆ
く
や
か
に
し
て
吉
立
て
も
居
て
も
同

心
そ
本
よ
り
震
搖
矢
藏
に
て
も
又
は
船
中
に
て
も
用
そ
猶
口
傳
灌
頂
の
卷
に
有
之
也

引
取
の
事

一
．
目
中
に
用
口
傳
烏
莵
の
梯
と
云
心
ハ
烏
は
か
ら
す
莵
は
う
さ
き
也
弓
舉
を
烏
と
云
掛
擧
を
莵
と
云
故
に
矢
を
掛
橋
と
名

付
け
り
左
右
直
成
を
掛
合
と
は
云
儀
也
矢
筈
上
下
に
口
傳
有
之
也

歌
に

　
　

打
渡
す
烏
莵
の
掛
橋
直
な
れ
と

　
　
　
　
　

引
渡
す
に
は
反
橋
そ
よ
き

弓
に
二
度
の
反
橋
と
云
に
直
の
反
橋
是
也
口
傳
万
々
有
之
也
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打
起
の
事

一
．
目
中
に
用
弦
道
と
云
心
は
時
の
手
の
裏
に
何
れ
に
て
も
相
應
の
掛
に
て
弦
道
を
造
る
へ
し
剛
の
弓
懐
掛
の
弦
道
と
云
て

又
爰
に
猿
臂
の
射
と
て
大
事
の
重
有
也
則
日
本
記
明
衡
徃
來
と
云
書
物
に
露
也
是
ハ
弓
懐
に
口
傳
多
是
に
附
て
弓
懐
弦
道
に

様
々
の
口
傳
强
有
之
態
灌
頂
の
卷
殘
子
細
は
弓
誠
學
な
れ
は
不
被
成
義
也
不
被
成
事
を
爰
に
云
て
は
誠
弟
僞
と
思
故
也

會
の
事

大
事
の
口
傳
也

一
ニ
．
一
文
字　

惠　

休　

善　

力　

口
傳
大
事
也

二
ニ
．
十
文
字　

此
十
文
字
は
惣
躰
に
も
口
傳
有
之
誥
の
十
文
字
共
云
儀
也

離
の
事

一
．
目
中
に
用
四
部
の
離
と
云
心
は
四
所
に
有
そ
先
條
の
五
部
の
誥
を
一
所
を
楔
と
心
得
て
四
を
石
火
の
如
く
出
に
離
を
四

部
離
そ
是
は
惣
分
の
離
そ
又
爰
に

　

切　

拂　

別　

券

此
四
つ
に
口
傳
有
之
皆
了
簡
の
離
そ
鸚
鵡
と
云
は
掛
の
離
也
此
鸚
鵡
に
四
つ
の
字
の
心
を
付
て
用
事
種
々
様
々
口
傳
有
之
此

次
に
未
來
身
と
云
事
有
之
扠
社
父
母
の
収
り
未
來
身
と
て
離
の
前
と
離
て
の
後
と
の
骨
法
を
能
々
心
に
知
る
事
肝
要
な
り
口

傳
有
是
是
七
道
の
七
重
と
て
大
事
の
重
そ
大
形
は
是
を
頂
上
共
可
心
得
儀
也
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骨
相
筋
の
事

一
．
心
と
七
道
の
五
部
の
誥
又
は
始
中
終
の
骨
法
射
形
に
延
て
不
縮
を
骨
相
筋
と
云
ふ
儀
也
矢
束
も
爰
に
て
知
事
也

　

引
矢
束
ひ
か
ぬ
矢
塚
に
唯
矢
束

　
　
　
　

三
つ
の
矢
束
を
よ
く
口
傳
せ
よ

　

口
傳
せ
よ
矢
束
と
鞭
と
力
皮

　
　
　
　

長
き
を
ハ
次
短
を
き
れ

右
大
事
の
口
傳
に
有
是
也

手
の
裏
の
事

一
．
心
は
五
ヶ
と
云
又
吾
加
と
も
口
傳
大
事
也

一
ニ
．
鵜
の
首
浮
た
る
也　

定　

惠　

善
の
三
指
に
口
傳
鸚
鵡
の
離
口
傳
也

二
ニ
．
鶯
中
輕
し　

定
と　

神
力
の
三
指
に
口
傳
有
是
な
り

剛
弱
の
事

一
．
心
は
惣
躰
に
用
と
い
へ
共
第
一
先
擧
と
脈
の
間
を
專
に
す
然
れ
共
押
過
て
は
下
ヘ
弱
後
ヘ
過
て
は
弱
前
ヘ
過
て
も
弱
上
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ヘ
す
き
て
も
弱
也
前
條
吾
加
を
能
々
心
得
て
四
方
弱
み
な
き
様
に
修
學
可
致
至
て
は
呼
立
た
り
に
當
る
掛
へ
心
を
不
通
離
を

用
そ
强
弱
も
口
傳
有
之
也

懸
合
の
誥
の
事

一
．
是
は
矢
束
に
用
義
也
口
傳
大
事
又
楔
と
云
躰
に
定
是
ハ
誥
の
楔
也
口
傳
離
の
楔
と
云
は
過
て
四
方
へ
碎
て
散
如
し
矢
束

の
楔
と
は
能
程
に
し
ま
る
そ
二
ツ
楔
と
ハ
是
也

弓
之
威
矢
之
積
の
事

一
．
心
は
弓
と
矢
と
相
刻
相
生
を
知
る
事
也
弓
と
矢
と
相
刻
し
て
不
被
掛
合
時
の
目
中
遠
近
に
用
そ
口
傳
矢
尻
を
か
む
と
云

本
說
有
之
灌
頂
卷
に
顯
秘
事
也
誠
學
の
人
は
聞
て
も
不
可
耳
し
る
也
誠
學
に
知
事
也

弓
脈
の
事

一
．
遠
近
を
知
る
心
は
長
短
の
息
見
越
の
金
と
云
事
目
中
の
大
事
是
も
誠
弟
の
人
は
合
點
難
有
修
學
至
て
は
覺
る
事
也
誠
學

の
人
我
不
修
し
て
愚
成
を
は
夫
れ
師
の
敎
を
疑
事
是
多
し
奧
儀
に
神
道
を
修
す
神
道
と
云
は
日
本
の
初
る
時
神
の
約
束
也
其

支
證
は
神
道
を
請
て
行
に
地
獄
の
如
に
煎
上
る
湯
に
入
て
も
又
ほ
の
を
の
中
ヘ
入
て
も
不
被
苦
事
也
禰
宜
御
子
の
小
女
其
外

愚
成
者
も
受
ぬ
れ
は
以
行
智
也
日
神
月
神
云
お
し
給
ふ
約
束
も
お
な
し
天
地
草
木
有
性
非
性
も
約
束
の
不
違
分
は
末
世
迄
も

疑
事
な
け
れ
共
人
間
の
能
々
は
皆
相
違
し
て
捨
れ
た
る
故
に
心
の
不
届
人
次
第
々
々
に
道
に
遠
成
修
學
と
け
す
し
て
眞
中
よ
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り
草
臥
て
不
至
也
若
干
人
の
內
に
壹
人
も
稽
古
修
學
達
た
る
人
あ
ら
ハ
遠
近
の
目
中
も
矢
早
も
秡
矢
も
遠
矢
も
心
の
儘
に
可

成
漢
之
漢
白
は
二
百
步
の
眞
中
小
川
を
隔
て
双
方
よ
り
矢
を
離
て
眞
中
に
て
矢
先
と
矢
先
射
合
て
後
漢
之
射
矢
先
を
漢
白
喰

留
て
其
矢
に
て
漢
之
を
殺
し
て
有
そ
楊
由
も
是
に
も
お
と
ら
す
其
外
是
程
の
名
匠
は
多
か
り
つ
る
日
本
に
て
は
高
野
山
弘
法

大
師
奧
州
ヘ
御
修
行
の
時
下
総
國
野
中
に
て
虛
空
よ
り
聲
し
て
弘
法
々
々
と
呼
た
り
け
り
折
節
陰
在
離
覺
と
て
弓
の
上
手
通

合
て
射
て
落
す
其
外
六
十
余
洲
に
上
手
の
手
聞
多
か
り
し
是
皆
五
道
修
學
仕
修
之
事
也
不
可
疑
可
秘
々
々

竪
臥
之
二
義
の
事

一
．
竪
は
剛
し
遊
弓
に
用
也
臥
は
眞
の
弓
に
叶
此
二
ツ
の
心
を
能
々
心
得
て
稽
古
可
有
也
紅
紫
の
口
傳
と
云
事
も
有
之
也

目
付
の
事

一
．
雪
の
目
付
と
云
事
有
之
口
傳
萬
々
也
亦
お
ん
し
や
う
や
か
ら
は
羅
こ
に
目
し
ゆ
と
云
事
有
是
は
蚊
の
目
毛
に
巢
を
掛
て

世
を
過
る
少
き
虫
有
此
虫
を
羅
こ
界
の
人
の
身
へ
放
て
見
れ
は
餘
り
大
さ
に
目
し
い
て
不
見
又
爰
に
蝸
角
の
民
は
鳳
凰
に
目

し
ゆ
と
云
も
是
も
同
し
心
也
此
心
ハ
け
し
の
粒
な
り
共
其
內
に
目
中
を
す
る
心
そ
口
傳
の
中
の
是
は
奧
儀
そ
他
流
に
中
り
擧

と
是
を
云
義
な
り
と
云
々

矢
束
の
事

一
．
先
條
に
三
つ
の
矢
束
と
て
爲
注
斗
也
眞
實
は
一
つ
な
ら
て
は
な
き
そ
修
學
の
位
に
知
そ
引
か
ぬ
矢
束
は
長
そ
骨
相
筋
道
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に
附
て
引
矢
束
は
五
部
の
誥
に
附
そ
短
そ
唯
矢
束
は
世
間
の
事
そ
口
傳
能
々
可
有
如
斯
何
て
も
目
師
の
位
稽
古
上
に
て
能
々

究
て
吉

皮
肉
骨
の
事

一
．
萬
事
用
事
也
人
の
骨
と
力
と
弓
と
矢
と
皮
の
人
に
は
皮
の
事
肉
の
人
に
は
肉
の
事
骨
の
人
に
は
骨
の
事
也
右
の
重
の

能
々
口
傳
可
有
弓
の
位
を
収
る
處
も
同
事
就
中
皮
肉
の
九
勘
と
云
事
有
之
重
の
口
傳
也

始
中
終
法
度
の
事

一
ニ
．
中
の
意
趣
ハ
七
道
有
之

二
ニ
．
矢
早
は
剛
を
專
と
す
也

三
ニ
．
通
り
心
鉄
の
位
也

四
ニ
．
遠
矢
曲
也
ク
ル
身
反
橋
と
云
義
也
口
傳
有
之

五
ニ
．
花
形
直
に
美
射
事
也

布
て
初
心
の
部
に
歸
す
能
々
口
傳
可
有
世
間
に
弓
稽
古
の
人
師
を
賴
敎
と
い
へ
と
も
此
法
度
を
立
て
傳
る
人
ハ
稀
也
先
世
間

に
的
を
射
れ
は
手
前
の
花
形
不
叶
手
前
の
花
形
を
射
と
す
れ
は
的
に
不
中
と
見
ヘ
た
り
當
流
に
は
初
手
の
足
蹈
よ
り
始
て
目

中
と
教
て
の
紅
葉
重
に
至
迄
少
も
中
を
殘
事
な
く
稽
古
し
て
社
自
師
賢
學
の
位
に
至
間
的
を
射
共
生
物
を
射
共
其
外
の
目
中
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に
會
て
社
中
も
花
形
も
同
相
調
物
な
れ
弓
の
情
と
云
は
中
也
不
被
中
鉄
壁
を
十
重
通
て
も
用
に
不
立
遠
射
さ
し
て
も
不
入
者

也
弓
の
本
地
と
云
は
中
て
矢
早
を
本
と
す
當
世
は
遊
興
ま
て
を
稽
古
し
て
本
眞
實
の
義
は
薄
し
さ
あ
り
と
て
も
相
搆
て
々
々

法
度
を
破
て
不
可
相
傳
者
也

占
掛
合
の
事

　

一
．
弓
能
射
人
弓
を
爲
師
と
云
詞
に
て
可
知
是
は
彼
離
覺
か
詞
也
万
事
に
强
用
と
取
分
弓
道
に
專
一
と
云
々

五
重
十
文
字
の
事

一
ニ
．
弓
ト
矢
ト
十
文
字

二
ニ
．
手
ノ
裏
ト
弓
ト
十
文
字

三
ニ
．
懸
ノ
大
指
ト
弦
ト
十
文
字

四
ニ
．
胴
骨
ト
肩
ト
十
文
字

五
ニ
．
胸
筋
ト
矢
ト
十
文
字

右
五
重
十
文
字
と
云
て
一
大
事
の
口
傳
也

七
障

　

喜キ 

： 

ヨ
ロ
コ
ヒ
テ
心
ヲ
ヤ
フ
ル
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怒ト 

： 

イ
カ
ツ
テ
カ
ン
ヲ
ヤ
フ
ル

憂ユ
シ 

： 

ウ
レ
イ
テ
シ
ン
ヲ
ヤ
フ
ル

思シ 
： 
ヲ
モ
ウ
テ
ヒ
イ
ヲ
ヤ
フ
ル

悲ヒ 

： 
カ
ナ
シ
ミ
テ
大
チ
ヤ
ウ
ヲ
ヤ
フ
ル

恐ケ
ウ 

： 

ヲ
ソ
レ
テ
ジ
ン
ヲ
ヤ
フ
ル

驚キ
ヤ
ウ 

： 

ヲ
ト
ロ
キ
テ
大
チ
ヤ
ウ
ヲ
ヤ
フ
ル
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歌
智
射
之
卷
二

一
段

　

能
引
て
引
な
抱
よ
手
も
た
す
と

　
　
　
　

離
を
弓
に
し
ら
せ
ぬ
そ
世
き

能
引
て
引
な
と
云
は
過
て
無
理
に
引
な
と
云
事
也
抱
よ
と
は
人
の
物
を
預
り
た
る
や
う
に
大
事
に
掛
て
能
取
置
た
れ
共
乞
時

は
安
く
返
す
様
に
と
云
事
也
た
も
つ
と
は
収
て
返
し
か
ぬ
る
を
た
も
つ
と
は
云
儀
也
則
離
を
弓
に
も
身
に
も
し
ら
せ
す
と
云

て
唯
お
の
つ
か
ら
離
た
る
は
吉
依
之
離
と
は
云
儀
也

　

矢
束
程
引
て
味
へ
心
な
く

　
　
　
　

弦
に
ひ
か
れ
な
腕
の
力
よ

矢
束
程
引
と
は
始
の
大
事
也
口
傳
有
之
味
へ
と
云
事
は
弦
に
引
る
な
と
云
事
に
て
知
る
也
腕
の
身
力
も
掛
斗
り
に
て
な
し
に

腕
力
を
添
て
引
と
云
心
也
口
傳
も
多
之
七
道
の
內
に
大
形
有
之
也
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身
の
た
け
に
餘
る
矢
束
も
不
足
も

　
　
　
　

有
や
な
し
や
と
あ
ら
そ
い
な
し
そ

身
の
長
に
餘
る
不
足
の
事
奧
儀
に
知
る
事
也
ま
つ
能
様
に
射
て
如
何
裎
も
矢
束
を
引
せ
て
矢
を
そ
た
て
て
吉

此
三
首
の
理
を
能
々
口
傳
し
て
輙
奧
儀
を
不
可
免
者
な
り

二
段一

ニ
．
い
か
裎
も
剛
き
を
好
め
押
力

　
　
　
　

引
に
心
の
有
と
お
も
へ
よ

二
ニ
．
打
起
引
に
し
た
か
ひ
こ
こ
ろ
せ
よ

　
　
　
　

弓
に
押
る
な
お
も
へ
剛
弱

三
ニ
．
弦
煙
龍
田
の
山
の
紅
葉
は
を

　
　
　
　

顔
に
散
す
な
息
の
つ
ま
る
に

四
ニ
．
息
相
は
さ
と
り
の
道
の
中
な
れ
や

　
　
　
　

有
無
の
二
つ
ハ
目
中
に
そ
よ
る
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四卷之書（原文）

五
ニ
．
皮
肉
骨
弓
に
有
也
人
に
あ
り

　
　
　
　

矢
に
も
有
な
り
よ
く
口
傳
せ
よ

一
．
い
か
裎
も
剛
を
好
め
と
は
大
三
と
の
心
也
弓
を
引
と
心
得
た
る
ハ
わ
ろ
し
押
を
大
め
引
を
三
分
一
と
の
事
也
他
流
に
引

分
と
云
事
を
當
流
に
は
大
三
と
云
儀
也

二
．
打
起
引
に
し
た
か
ひ
心
せ
よ
弓
に
押
る
な
と
云
も
大
三
の
心
又
は
剛
弱
の
心
擧
口
の
口
傳
多
是
能
々
教
傳
可
有
之
と
也

三
．
弦
烟
と
ハ
歌
の
云
掛
な
り
息
込
と
云
事
を
辞
故
に
如
此
様
々
に
口
傳
有
之
委
に
灌
頂
の
卷
に
露
奧
儀
也

四
．
息
相
は
覺
の
道
の
中
と
云
は
有
無
の
二
つ
な
り
目
中
に
依
て
の
事
口
傳
有
是

五
．
皮
肉
骨
と
云
事
万
事
用
儀
也
一
つ
一
つ
口
傳
す
へ
し
口
傳
に
よ
り
た
ん
れ
ん
有

此
五
首
輙
不
可
免
愚
成
人
に
傳
れ
は
弓
に
射
こ
ろ
ふ
者
也
可
惜
々
々
强
然
惜
に
あ
ら
す
前
學
を
堅
固
に
し
て
後
に
可
傳
と
云

事
也
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三
段一

．
口
傳
せ
よ
押
て
い
た
す
ら
に
引
無
益

　
　
　
　

父
母
の
心
を
お
も
ひ
や
る
へ
し

二
．
剛
は
父
緊
は
母
な
り
矢
は
子
な
り

　
　
　
　

片
お
も
ひ
し
て
矢
は
そ
た
つ
ま
し

三
．
打
起
引
ぬ
矢
束
を
身
に
し
ら
せ

　
　
　
　

胸
よ
り
左
右
へ
延
て
離
れ
よ

一
．
口
傳
せ
よ
押
て
い
た
つ
ら
引
無
益
片
心
な
く
と
は
骨
に
て
引
分
よ
と
云
事
也
大
三
を
意
得
し
て
道
を
能
々
合
點
す
へ
し

骨
を
引
と
云
事
口
傳
の
中
の
口
傳
也

二
．
剛
は
父
緊
は
母
な
り
矢
は
子
な
り
と
云
事
は
右
の
重
に
同
様
な
れ
共
此
歌
の
心
は
矢
に
聲
を
掛
て
聲
と
筋
と
肉
と
に
て

矢
を
送
る
事
知
る
可
秘
々
々

三
．
打
起
引
か
ぬ
矢
束
を
身
に
し
ら
せ
胸
よ
り
双
へ
延
る
心
は
離
の
前
と
お
も
ふ
へ
し
延
て
延
て
と
お
も
ふ
心
吉

此
三
首
重
の
大
事
也
夢
々
輕
く
不
可
傳
我
知
た
る
能
は
澤
山
に
思
物
な
れ
共
扠
社
起
請
を
師
よ
り
書
て
卒
爾
に
可
傳
と
の
事
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也
此
流
は
世
に
大
切
の
儀
也
可
秘
々

四
叚

　

聲
は
唯
弓
に
よ
り
け
る
物
な
れ
は

　
　
　
　

き
り
聲
も
吉
か
け
聲
も
吉

切
聲
も
懸
聲
も
吉
と
云
事
は
延
て
掛
る
聲
は
切
こ
へ
に
し
て
吉
聲
は
五
藏
よ
り
出
る
物
な
れ
は
若
々
聲
に
掛
し
ろ
い
離
に
當

り
て
つ
か
へ
は
懸
聲
に
す
へ
し
掛
聲
共
後
息
共
云
て
重
々
の
大
事
也
他
流
に
ヶ
様
の
事
を
不
被
知
也
是
は
離
を
そ
た
つ
る
義

也
弓
に
聲
様
々
の
口
傳
多
し
生
德
昔
弓
に
聲
と
云
事
は
な
し
或
時
百
路
掛
を
つ
く
る
と
て
時
の
調
子
を
弓
に
て
取
事
を
政
次

と
云
人
仕
出
て
よ
り
次
第
々
々
に
世
に
至
て
弓
聲
に
取
て
用
事
な
り
則
時
の
調
子
に
掛
子
細
有
是
と
重
の
重
也
大
事
と
意
得

て
輙
不
被
免
殊
更
口
傳
も
是
多
し
猶
灌
頂
之
卷
に
露
也

五
段一

．
口
傳
せ
よ
矢
束
と
鞭
と
ち
か
ら
皮

　
　
　
　

長
き
を
ハ
繼
み
し
か
き
を
き
れ

二
．
出
る
と
も
入
と
も
月
を
お
も
ひ
な
ハ

　
　
　
　

引
弦
道
に
ま
よ
ふ
へ
き
な
り



166

三
．
押
引
と
繼
め
な
み
せ
そ
ふ
し
の
山

　
　
　
　

み
ね
と
胸
と
は
ひ
と
つ
な
り
け
り

四
．
靑
楓
秋
の
木
末
そ
冷
し
き

　
　
　
　

紅
葉
重
に
嵐
ふ
く
な
り

五
．
朝
嵐
身
に
は
し
む
な
り
松
風
は

　
　
　
　

目
に
は
見
へ
ね
と
音
は
冷
し

一
．
口
傳
せ
よ
矢
束
と
鞭
と
力
皮
の
歌
大
事
是
は
引
矢
束
の
事
そ
主
の
好
と
所
作
に
隨
て
切
て
も
繼
て
も
能
物
そ
此
重
は
至

て
自
師
の
位
に
て
定
儀
也
我
と
射
覺
て
極
る
法
也
可
秘
々
々

二
．
出
る
共
入
共
月
を
と
云
心
は
手
の
裏
を
取
て
よ
り
正
路
に
す
る
也
万
々
也
此
歌
の
口
傳
は
佛
說
に
も
過
た
る
事
そ
秘
し

て
不
注
口
傳
の
中
の
重
な
り
と
云
々

三
．
押
引
と
繼
め
な
み
せ
そ
と
云
心
は
頂
と
胸
と
同
し
心
に
と
云
事
そ
中
高
と
云
も
い
ほ
る
と
云
も
同
し
心
そ
口
傳
の
や
う

万
々
也

四
．
靑
楓
秋
の
木
末
そ
冷
し
き
と
云
心
は
先
靑
楓
は
春
夏
也
春
夏
は
万
木
色
々
に
花
咲
美
し
け
れ
共
秋
の
末
に
は
皆
散
果
下
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四卷之書（原文）

に
は
紅
葉
重
て
木
末
を
み
れ
は
嵐
に
ふ
け
て
す
さ
ま
じ
け
れ
共
下
に
は
紅
葉
重
て
あ
れ
は
美
敷
事
を
仕
懸
て
枯
た
る
木
の
如

き
成
る
心
也
万
事
の
能
に
此
心
有
書
筆
の
道
に
も
大
唐
之
卽
之
王
義
之
日
本
に
て
ハ
高
野
山
の
弘
法
大
師
佐
理
行
成
鄕
道
風

抔
の
筆
道
の
秘
事
に
も
此
紅
葉
重
の
心
を
弓
道
を
取
て
書
た
る
爰
に
秘
建
之
文
有
能
不
仰
也
心

五
．
朝
嵐
松
風
の
事
能
々
仰
に
不
及
風
躰
の
心
也
不
云
い
へ
共
此
說
一
段
深
し
深
心
と
し
た
る
躰
と
颯
々
と
し
た
る
躰
と
の

心
有
無
の
二
つ
也
口
傳
の
様
大
事
也
餘
り
々
々
爲
秘
故
に
異
名
付
て
云
也

何
れ
の
儀
に
も
名
を
替
て
秘
し
て
云
事
多
是
皆
以
方
便
の
異
名
と
て
不
驚
心
肝
要
也
々
々

弓
稽
古
の
人
起
請
の
端
作

一
．
高
山
に
推
車
に
口
傳
也

二
．
玉
竹
の
遊
口
傳
也

三
．
神
爾
口
傳
莫
太
也

此
三
ヶ
條
を
心
底
に
合
點
し
て
後
に
師
弟
の
望
あ
ら
は
一
つ
一
つ
可
相
傳
有
者
也
相
搆
々
輙
師
弟
の
契
諾
不
可
有
付
道
は
道

の
達
者
よ
り
出
る
稽
古
は
信
よ
り
起
る
稽
古
よ
り
鍛
鍊
は
出
る
鍛
鍊
よ
り
奇
持
は
起
る
奇
持
よ
り
神
變
は
出
る
神
變
よ
り
不

思
義
は
起
る
不
思
義
よ
り
妙
は
起
る
此
妙
に
色
々
口
傳
し
て
か
り
初
に
不
可
有
隨
て
名
人
の
始
に
千
里
の
行
ひ
道
も
一
步
よ
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り
始
る
を
云
說
能
々
可
聞
収
て
釋
伽
大
師
も
祖
師
も
名
匠
も
名
人
も
生
る
時
は
別
の
所
な
し
賤
も
貴
も
甲
乙
共
に
皆
一
つ
也

竝
て
二
つ
な
し
難
生
世
に
出
人
男
を
請
て
習
學
の
道
に
不
事
行
は
口
惜
々
々
付
紅
紫
の
二
字
と
云
事
諸
事
に
難
用
と
殊
更
弓

道
に
用
也
紅
紫
と
云
は
人
の
名
に
似
た
れ
共
此
歌
に
て
可
知
也

　

一
入
は
薄
く
れ
な
い
に
生
れ
き
て

　
　
　
　

千
入
に
な
れ
は
む
ら
さ
き
の
雲

　

朝
夕
に
柴
の
庵
に
た
つ
け
む
り

　
　
　
　

い
つ
紫
の
雲
と
な
か
め
ん

此
二
首
能
々
可
聞
稽
古
の
心
に
様
々
の
唫
多
是
と
み
へ
け
り
道
に
爲
入
歌
也
能
々
知
た
る
人
に
聞
ハ
佛
道
に
近
き
そ
と
云
々
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四卷之書（原文）

第
三
之
卷

一
．
万
事
に
中
王
と
云
事
可
心
得
也
先
四
方
を
取
て
中
王
を
加
て
五
形
と
云
五
味
共
云
義
也
五
つ
の
味
也
色
も
五
つ
の
色
を

合
て
黃
の
色
也
是
中
王
也
矢
の
五
形
も
是
に
有
掛
合
矢
筈
に
口
傳
万
々
也
五
方
の
事
な
り
と
云
々

一
．
三
合
三
つ
と
云
一
大
事
の
口
傳
也

一
ニ

身弓
意 

之
三
合
能
々
口
傳
也

二
ニ

弦弓
箭 

之
三
合
口
傳
也

右
六
字
の
理
を
能
々
可
有
修
學
右
の
口
傳
心
を　

思　

無　

邪　

の
三
字
と
名
付
て
諸
法
に
出
せ
り
口
傳
有
之

一
．
両
部
と
云
事
は
日
月
也
日
月
と
心
得
ぬ
れ
は
無
果
口
傳
そ
先
両
部
と
は
二
つ
の
擧
也
胎
金
と
云
心
也
此
二
つ
の
舉
を
合

て
一
つ
に
す
れ
は
人
の
心
に
依
て
し
ゆ
み
せ
ん
と
如
成
山
に
は
様
々
の
物
種
有
善
惡
の
二
つ
爰
に
て
可
修
學
有
是
を
日
本
の

事
に
取
て
富
士
山
と
云
り
是
歌
智
射
の
內
に
見
へ
た
り
口
傳
無
果
事
也
云
々

一
．
五
上
七
道
は
人
間
の
大
躰
也
家
に
柱
立
也
神
道
に
は
正
直
也
佛
道
に
は
五
戒
と
慈
悲
也
以
是
を
万
事
に
調
事
也
離
は
會

者
定
離
そ
口
傳
万
々
有
之
也
云
々
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一
．
十
上
と
云
事
は
人
間
の
思
ひ
出
を
極
て
榮
花
に
募
を
云
り
是
ハ
弓
の
十
段
窮
を
取
て
十
成
と
云
を
學
ひ
て
云
付
た
る
詞

也
弓
の
奧
義
に
至
る
を
十
成
共
又
は
十
上
共
云
也
何
れ
も
一
つ
の
云
也
弓
よ
り
爲
出
云
そ
口
傳
の
様
莫
太
也
云
々

一
．
十
段
之
位
一
つ
欠
て
も
せ
ん
な
き
事
な
れ
共
知
人
少
し
修
學
す
る
人
は
稀
成
此
十
叚
と
云
ハ
奧
の
十
段
也
口
傳
大
也

云
々

一
．
二
十
五
有
と
云
事
是
は
法
度
手
の
裏
掛
稽
古
の
五
重
十
二
字
と
の
事
也
是
を
叚
々
に
能
々
か
ら
し
て
學
事
云
々

一
．
六
道
と
云
て
弓
に
苦
身
有
輪
廻
の
弓
難
事
行

一
．
地
獄
と
は
苦
敷
弓
を
云
儀
也

二
．
餓
餽
と
は
强
骨
を
弱
く
扱
て
力
な
き
故
に
悲
き
弓
を
云
儀
也

三
．
畜
生
と
は
矢
束
を
無
理
に
引
た
か
り
上
手
の
事
を
急
く
似
た
か
る
を
云
儀
也

四
．
修
羅
と
ハ
無
理
に
剛
を
あ
ら
せ
て
位
へ
遠
き
を
云
儀
也

五
．
人
道
と
ハ
餘
々
緩
々
と
の
ひ
勝
に
斗
り
心
得
て
是
も
位
へ
不
被
付
を
云
儀
也

六
．
天
道
と
は
餘
り
美
敷
射
る
事
斗
を
賴
を
云
事
也

右
之
六
道
に
迷
病
は
草
菅
勝
穀
に
て
可
唫
口
傳
也
云
々
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一
．
冷　

熱　

浮　

中　

沈　

片　

身
分　

無
性　

三
病
此
十
脈
を
能
々
分
別
可
有
凡
日
の
下
に
人
間
の
數
千
万
億
那
由
佗

恒
河
沙
と
云
て
無
果
事
な
れ
共
同
面
二
つ
な
し
さ
れ
は
責
て
廿
五
有
と
今
の
十
段
を
形
取
能
々
分
別
し
て
木
火
土
金
水
の
五

行
に
居
て 

酢 

甘 

苦 

辛 

鹹 

味
に
射
さ
せ
て
社
其
主
々
の
心
に
合
然
し
て
奧
儀
に
至
て
能
射
手
な
れ
弓
射
の
十
段
も
位
の
十

叚
も
不
辨
漸
五
身
七
道
繫
剛
弱
矢
束
抔
を
指
口
に
覺
て
射
に
は
三
病
五
緩
と
て
何
れ
へ
も
不
片
付
也
是
を
柳
は
綠
花
は
紅
佛

祖
不
傳
不
立
文
字
に
片
付
事
也
七
障
六
い
ん
の
口
傳
多
是

一
．
醫
師
評
定
の
肝
要
に
好
物
に
や
つ
れ
嫌
物
養
と
云
事
口
傳
中
肝
要
也

一
．
眞
實
と
云
事
有
之
正
法
を
そ
た
つ
る
事
な
り
正
法
と
云
は
五
上
也
弓
の
五
味
也
是
を
直
に
養
て
賢
覺
に
至
れ
は
實
と
成

實
と
云
は
花
の
後
に
眞
の
成
事
也

一
．
揚
由
か
大
木
の
矢
と
云
も
掛
合
五
方
に
有
是

一
．
左
斗
退
延
の
二
字
能
々
口
傳
可
有
退
め
指
矢
遠
矢
に
吉
延
目
的
射
通
手
前
に
も
吉
也
と
云
々
左
斗
と
は
剛
弱
の
留
り
也

口
傳
の
様
莫
太
也
云
々
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五
輪
碎
と
云
事

一
．
土
躰
黃
色
中
四
角
と
云
事
は
先
足
踏
を
如
大
地
の
踏
て
又
中
四
角
と
云
は
胴
骨
肩
の
口
ひ
す
み
な
き
様
に
と
云
事
也

二
．
水
躰
黑
色
北
圓
形
と
は
水
の
器
に
隨
ふ
こ
と
く
に
弓
の
中
へ
眞
丸
に
割
込
扠
弱
き
所
へ
剛
き
筋
骨
を
水
の
如
流
に
引
込

扠
離
は
露
な
と
の
落
る
如
に
眞
丸
に
と
つ
と
つ
と
離
事
也
と
云
々

三
．
木
躰
靑
色
東
圓
形
是
は
右
の
丸
き
大
躰
を
仕
覺
て
扠
春
に
至
て
草
木
の
枝
榮
花
如
咲
に
拳
形
掛
形
顔
持
を
直
事
成
と

云
々

四
．
火
躰
赤
色
南
三
角
是
は
右
の
花
咲
美
敷
事
を
仕
懸
て
扠
實
の
如
成
に
弓
を
も
三
角
に
取
五
躰
を
も
相
生
に
搆
剛
身
を
あ

ら
せ
て
石
火
の
如
出
に
弦
烟
を
立
て
離
す
口
傳
也
と
云
々

五
．
金
躰
白
色
西
半
月
是
は
又
右
の
叚
々
を
仕
懸
て
弓
手
も
妻
手
も
三
ヶ
月
形
に
先
拈
に
な
し
扠
い
か
に
も
能
刃
金
を
能
鍛

て
剛
ハ
し
か
く
晴
て
輕
き
刃
金
抔
如
打
折
に
離
す
口
傳
也

右
の
五
位
を
五
輪
碎
と
云
て
一
大
事
也
口
傳
莫
太
也
と
云
々
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四卷之書（原文）

一
．
中
神
ヲ
不
修
射
は
闇
天
ノ
如
飛
礫

一
．
奧
義
ヲ
透
タ
ル
藝
ハ
雪
中
ノ
老
馬
ノ
似
知
道

一
．
骨
法
不
行
射
ハ
そ
や
如
驗
少
風

一
．
射
學
ノ
達
タ
ル
者
ハ
向
大
礒
似
龍
乘
雲
ニ

一
．
利
邪
情
藝
ハ
技
榮
葉
繁
根
淺
如
樹

一
．
知
惠
厚
藝
枝
葉
薄
根
深
似
森
林
ニ

一
．
そ
射
諸
段
ハ
取
耳
似
猪
鼻

一
．
深
信
持
律
弓
人
日
月
遊
行
和
朝
如
出
虎

一
．
十
能
七
藝
ハ
人
間
花
弓
馬
能
修
透
成
實
助
身
命

一
．
自
力
射
修
ハ
雨
水
無
道
如
損
穀

一
．
習
射
法
德
露
花
有
惠
似
增
色

一
．
無
骨
弓
師
似
治
猿
猴
疵

一
．
鍛
治
教
藝
如
作
蜂
巢

一
．
利
疎
吟
如
梅
枝
鈍
座
厚
似
楠
枝

一
．
千
兵
安
求
自
分
射
一
將
難
求
一
張
弓
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ト
ク
ト
ク
ト
落
ル
岩
間
ノ
水
ヨ
リ
モ

　
　
　
　

ハ
ヤ
キ
流
レ
ソ
ミ
ナ
ト
ニ
ハ
ツ
ク

此
歌
の
心
は
鈍
知
老
若
氣
の
淺
深
に
隨
水
を
流
す
は
義
の
上
手
下
手
の
心
を
注
也
此
本
說
は
少
蟻
大
堤
を
曳
と
云
本
意
也
と

云
々

一
．
武
田
小
笠
原
二
流
本
と
す
隨
分
可
修
學
左
有
と
て
も
此
日
置
流
に
は
射
手
の
肝
要
と
て
家
風
に
不
順
事
也
依
左
有
一
切

他
流
の
筋
を
不
承
合
儀
也
と
云
々

一
．
水
に
四
見
の
不
同
有
と
云
事
大
事
の
口
傳
也
此
心
は
天
瑠
理
莫
宅
人
水
餽
火
口
傳
可
有
也

一
．
夜
受
て
し
や
く
ま
く
と
有
遠
山
の
曉
一
聲
の
郭
公
雲
外
に
聞
本
源
を
射
透
す
一
張
の
弓

一
．
武
士
の
射
矢
は
誰
そ
郭
公
心
を
透
す
夜
半
の
一
聲
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四卷之書（原文）

懸
母

　

父
母
大
三
の
事

剛
父一

．
心
は
引
に
推
と
引
と
両
方
の
氣
味
そ
推
大
目
引
を
三
分
一
と
の
事
そ
是
に
種
々
の
口
傳
有
之
又
此
次
第
に
五
部
の
誥
と

云
事
有
之
五
所
の
骨
相
肉
身
に
口
傳
又
此
次
に
父
母
の
収
り
と
云
も
同
事
な
れ
共
少
心
か
替
そ
則
比
人
双
の
心
そ
此
比
人
双

に
色
々
に
口
傳
有
之
父
母
大
三
よ
り
始
て
五
部
の
誥
父
母
の
収
比
人
双
此
四
つ
の
心
を
能
修
學
し
て
こ
そ
矢
束
は
み
へ
た
れ

爰
に
矢
束
の
口
傳
有
之
奧
儀
に
露
事
也

會
の
事

一
．
右
に
一
文
字
十
文
字
と
云
事
二
つ
の
掛
を
爲
驗
斗
也

三
．
弦
搦
の
口
傳
弦
道
の
能
也

四
．
淺
深
口
傳
人
に
依
時
々
矢
數
に
用
也

五
．
弦
斗
遠
矢
の
口
傳
也

六
．
腕
力
の
事
万
々
口
傳
也

七
．
一
騎
當
千
口
傳
莫
太
也

八
．
大
將　
　
　

口
傳
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九
．
剛
無
理　
　

口
傳

嫌
好
の
事

心
は
惣
躰
に
難
美
と
弱
け
れ
は
嫌
也

難
賤
と
剛
け
れ
は
好
也
難
剛
と
不
延
縮
む
を
嫌
也
難
細
と
不
縮
延
を
好
事
也

右
醫
師
評
定
牛
角
の
療
に
露
口
傳
万
々
也

手
の
裏
の
事

一
．
是
も
右
に
鵜
の
首
鸞
中
と
云
て
二
つ
の
手
裏
を
爲
注
斗
な
り

三
．
三
毒
剛
し
上
下
開
閉
に
口
傳
三
德
と
云
は
と
ん
よ
く
し
ん
い
く
ち
の
事
也
口
傳
可
知
也

四
．
骨
法
陸
也
諸
法
に
渡
口
傳
也

五
．
呼
立
た
り
弓
の
起
請
と
是
を
云
儀
也
走
て
二
度
乳
子
に
成
と
云
事
也
從
是
始
也
矢
の
諸
病
此
一
つ
に
て
治
る
也
其
外
奧

儀
に
露
事
也

右
重
そ
牛
角
の
相
應
と
て
皆
療
法
の
部
也
重
々
に
口
傳
可
有
義
也
と
云
々

弦
の
収
矢
の
別
の
事

一
．
先
條
に
呼
立
り
と
云
手
裏
弦
道
弓
の
高
尺
所
に
鸚
鵡
の
離
に
て
何
心
も
な
く
初
に
離
た
る
の
弦
の
収
り
に
て
有
そ
是
に
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四卷之書（原文）

口
傳
様
々
多
し
一
大
事
と
可
秘
々
と
也
矢
に
別
と
云
事
は
弦
の
收
り
時
別
に
矢
に
隨
て
遠
速
有
能
々
口
傳
に
有
之
此
矢
の
別

に
柏
子
と
云
事
有
之
息
相
の
柏
子
と
云
又
は
し
つ
へ
い
の
柏
子
共
云
儀
な
り
彌
口
傳
是
多
し
也

相
剋
相
生
の
事

一
．
一
ニ 
弱
き
弓
に
重
箭

一
．
二
ニ 

少
き
弓
に
太
弦

一
．
三
ニ 

餘
力
に
細
き
矢
の
事

右
此
三
ヶ
條
を
難
注
能
々
可
有
口
傳
者
也

檜
垣
十
文
字
の
事

　

一
．
目
中
に
用
心
は
立
な
る
物
に
は
檜
垣
に
弓
を
推
當
て
吉
橫
成
物
に
ハ
十
文
字
に
弓
を
押
當
て
吉
以
猶
口
傳
多
是
也

三
擧
と
云
事

一
．
是
目
中
之
大
事
重
の
重
也
寢
々
小
法
師
と
云
儀
也
此
心
は
乳
子
の
守
す
る
者
子
を
寢
さ
す
る
心
を
唫
な
り
口
傳
様
々
有

是
は
當
流
の
中
物
の
一
事
可
秘
肝
要
也
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意
念
の
事

一
．
防
風
雁
金
の
骨
に　
　
　

口
傳

二
．
氣
延
矢
に
氣
を
付
て
見
送
口
傳

三
．
眼
情
目
は
五
藏
よ
り
生
た
る
故
に
注
口
傳
也

四
．
金
目
扇
に
唫
口
傳
是
多
し

五
．
高
越
敵
相
に
用
口
傳
也

聲
之
位
の
事

一
．
切
聲　

掛
聲　

皮
肉　

息
相　

後
れ
息
と
云
て
五
つ
有
何
も
大
事
の
聲
也
弓
に
依
て
可
懸
口
傳
也
歌
知
射
部
に
大
方
有

之
灌
頂
卷
に
委
露
也
附
時
の
調
子
の
事

絹
綾
錦
の
三
叚
の
事

　

一
．
修
學
自
師
の
位
に
至
は
知
事
也
口
傳
莫
太
也
と
云
々

經
の
段
の
事

　

一
．
心
は
万
事
の
堅
貫
の
事
也
取
分
絹
布
に
相
應
の
竪
の
貫
に
て
弓
の
事
に
經
の
叚
と
露
吟
事
多
是
委
は
灌
頂
の
卷
に
注
也
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四卷之書（原文）

十
二
字
五
意
の
位
の
事

一
．

父母
人
し
け
れ
は
子
の
成
人
急
な
り

二
．

君臣
直
な
れ
は
國
ゆ
た
か
な
り

三
．

師弟
相
生
す
れ
は
諸
學
長
高
也

四
．

鉄石
相
剋
し
て
火
の
出
事
急
な
り

五
．
晴
嵐
老
木
紅
葉
散
重
な
り
て
冷
し
し

右
の
五
道
口
傳
の
様
一
大
事
也
と
云
々

離
の
事

一
．
先
條
に　

切　

拂　

別　

券
と
云
て
四
つ
字
を
爲
注
斗
也

一
．
切
と
云
は
切
離
也
是
は
射
通
物
に
吉
離
也
口
傳

二
．
拂
と
云
は
拂
離
也
此
心
は
遠
矢
に
吉
離
也
口
傳

三
．
別
と
云
ハ
別
離
也
是
は
損
矢
に
吉
離
也
又
手
前
に
も
吉
口
傳

四
．
券
と
云
は
堅
離
心
也
是
は
中
物
に
用
口
傳
也
能
々
教
傳
可
有
之
と
云
々

五
部
の
誥
の
事

陰　
　
　

爰
に
て
詰
を
剛
の
詰
と
云
儀
也
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肩　

爰
に
て
詰
を
さ
肩
の
詰
と
云
儀
也

胸　
　
　

爰
に
て
誥
を
胸
の
誥
と
云
儀
也

　
　

肩　

爰
に
て
誥
を
右
肩
の
誥
と
云
也

陽　
　
　

爰
に
て
詰
を
腕
力
の
誥
と
云
也

右
五
部
の
誥
と
云
儀
也
一
大
事
の
口
傳
也
と
云
々

一
．
剛
の
緩
と
云
は
推
手
の
裏
又
ハ
舉
の
緩
也
剛
の
誥
に
て
可
直
口
傳
也

二
．
繫
の
緩
と
云
事
妻
手
の
緩
也
腕
力
の
誥
に
て
可
直
也

三
．
肩
の
緩
と
云
事
左
の
肩
の
詰
に
て
可
直
也

四
．
右
肩
緩
と
云
事
右
の
肩
口
の
緩
也
右
肩
の
誥
に
て
可
直
也

五
．
胸
の
緩
と
云
は
胸
に
て
緩
を
云
也
胸
の
詰
に
て
可
直
也

右
五
緩
と
云
儀
也
何
れ
も
五
部
の
誥
に
て
可
直
口
傳
也

四
部
の
離
と
云
事

一
．
是
も
右
の
詰
を
眞
中
に
水
の
心
を
持
て
五
藏
五
躰
の
情
を
胸
に
収
て
其
色
を
合
て
見
れ
は
紫
也
此
紫
の
胸
の
內
へ
大
石

を
如
打
込
に
離
の
心
を
付
て
双
四
つ
の
搦
た
る
物
か
一
度
に
さ
つ
と
切
て
離
心
そ
是
を
紫
部
の
離
と
は
至
て
の
心
也
此
心
を

覺
ぬ
れ
は
弓
道
心
の
儘
に
叶
也
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四卷之書（原文）

牛
角
の
療
と
云
事

一
．
牛
に
は
角
に
勝
た
る
物
な
し
然
共
五
躰
弱
け
れ
は
見
事
成
角
は
不
入
物
也
弓
の
療
に
射
形
も
美
敷
見
所
は
能
様
な
れ
共

五
か
く
の
療
を
も
不
辨
射
事
を
嫌
也
唫
は
牛
の
戰
に
角
は
見
事
な
れ
共
其
牛
弱
け
れ
は
負
也
角
は
弱
け
れ
共
其
牛
剛
け
れ
は

勝
也
以
爰
を
牛
角
の
療
と
は
云
儀
也
牛
馬
人
間
皆
藥
を
用
て
病
を
愈
す
は
醫
者
の
骨
也
牛
馬
人
間
の
大
成
五
躰
に
藥
種
一
朱

一
毛
の
輕
き
以
重
を
加
減
し
て
病
を
如
愈
七
道
よ
り
初
て
諸
勘
を
揃
て
弓
の
眞
行
草
を
仕
立
た
る
事
皆
以
如
藥
種
乃
藥
傳
の

法
は
天
笠
よ
り
弓
の
療
よ
り
始
也
其
後
藥
師
佛
出
生
し
給
へ
て
藥
と
云
事
を
出
來
た
れ
其
先
は
弓
療
の
人
の
名
を
奇
妙
と
云

つ
る
か
藥
師
佛
出
來
之
よ
り
藥
を
以
て
病
を
愈
す
人
の
を
醫
師
と
云
事
も
始
る
也
弓
の
師
は
奇
妙
也
藥
師
は
醫
者
也
日
本
に

弓
師
を
奇
妙
と
云
事
を
不
扱
故
に
奇
妙
の
沙
汰
を
醫
師
評
定
と
は
注
し
た
れ
奇
妙
と
醫
師
ハ
其
位
尊
事
難
注
依
是
奇
妙
の
人

は
我
身
を
大
日
覺
王
と
崇
藥
師
の
人
ハ
我
身
を
藥
師
如
來
と
崇
と
や
次
村
上
天
皇
の
御
代
に
吉
備
大
臣
歸
朝
し
て
弓
に
八
掛

と
云
事
を
印
た
れ
共
餘
言
多
け
れ
は
當
流
に
は
略
是
を
定
て
他
流
に
は
可
用
哉
返
々
弓
の
療
は
病
人
の
藥
種
と
可
心
得
事
肝

要
也
可
信
々
と
云
々

弓
の
文
の
事

一
．
先
條
に　

絹　

綾　

錦　

又
は
經
の
段
と
驗
た
る
は
同
様
に
て
利
な
り
心
ハ
五
躰
の
筋
の
十
王
む
く
う
に
入
違
た
る
を

我
と
自
師
に
習
て
弱
所
へ
剛
筋
を
引
張
也
弓
に　

冷　

熱　

平　

三
張　

の
弓
皮
肉
骨
の
九
勘
に
合
て
加
減
し
て
賢
覺
に
可

収
口
傳
多
之
心
は
風
は
威
て
長
閑
に
成
也
深
信
と
し
た
る
心
と
颯
々
と
し
た
る
躰
と
の
心
能
々
口
傳
可
有
裏
表
を
知
事
肝
要

な
り
と
云
々
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十
八
界
と
云
事

　

一
．
七
道
諸
勘
悉
皆
覺
し
て
一
尺
八
寸
に
誥
是
は
小
間
の
口
傳
と
云

剛
々
正
直
の
事

一
．
一
大
事
の
口
傳
そ
大
形
此
歌
に
て
合
點
可
有

　

千
万
の
其
斷
は
剛
弱
に

　
　
　
　

直
に
射
さ
せ
ん
爲
と
お
も
へ
は

一
．
一
分
三
界
と
云
目
付
の
事
口
傳
之
様
万
々
有
當
流
の
一
大
事
の
目
付
也

當
流
奧
儀
位
の
究
の
事

　

一
．
六
四
雀
積
一
町
三
尺
十
段
百
手

弓
緣
之
五
德
の
事

　
　

年
德
位　

習
德
位　

見
德
位　

身
德
位　

意
德
位




